
最高の韓国旅行 

～ 韓国旅行記 1～ 

思っていたのと大違いだったけど最高の韓国旅行 
 
 「夏にどっか、旅行行こうっか。子ども

たちもいないし。」そんな乗りで、旅行のパ

ンフレットを手にしたのが今回の旅行の始

まりであった。「沖縄、東京、いや海外もい

いなあ。」夏休み企画のパンフレットを見な

がら、「思い切って海外に行こうか。」とい

う方向に決まりました。海外旅行で安くて

手軽と言えば、やっぱり韓国。妻が一度仕

事の仲間と行ったこともあり、それで決ま

りました。海外旅行専門のHISから、資料
を取り寄せ、ツアーの検討に入りました。

行く日は、８月１日から３日の金、土、日。

これに合うツアーを探しました。中一日は

チャングムのロケ地巡りとなりました。チ

ングムはテレビでやった時は土曜日の深夜

で起きていられず、私は、なんとなくの情

景しかわかりませんでしたが、行ってみよ

うということにしました。 
 旅行業者の泊出さんの所に相談に行くと、

細部まできちんと相談に乗ってくれて、安

心して計画を立てることができました。ソ

ウル函館便は金曜日の出発はないので、新

千歳発にして、帰りは函館に戻ってくるよ

うにしました。出発日は午後の便、帰りは、

お昼に函館着ということで、正味は中一日

勝負というところです。 
 パスポートもずいぶん面倒で、お金もか

かるってことがわかりました。昔は渡島支

庁だったのですが、今は北斗市役所（本庁）

に申請に行きました。写真はデジカメで撮

影したのですが、通らない可能性ありとい

うことで、写真屋さんで取り直しました。 
 あと大きなものと言えばボストンバッグ。

新品を買うまでもなく、いつものようにリ

サイクルショップを周り、オフハウスでゲ

ットしました。今でもオフハウスの買い物

シールが貼ってありますから、いい目印で

した。 
 
 出発 
 新千歳空港へ昼までに行くと言うことで、

JRで行くことにしました。渡島大野までは
しんわタクシーそして、ローカル線で函館

へ。最近何回か JR を使っているので、渡
島大野駅もちょっと身近になりました。

函館駅でそばをすすってスーパー北斗によ

り南千歳までです。夏の観光時期でもあり、

アナウンスによると自由席は相当に混んで

いるようです。南千歳で降り、降りたホー

ム向かい側にほどなく電車が来ました。そ

れに乗って一区間。トンネルに入ったと思

うとすぐ空港です。まわりはあちらもこち

らもスーツケース、そして旅慣れたビジネ

スマンっていう感じです。 
 空港についてすぐ両換所が目に入りまし

た。ネットで下調べをした通りです。そこ

で７万円をウォンに換えました。だいたい
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１万円で、９千ウォン。だから、だいたい

の換算として、０をとって（１０００円だ

ったら１００００ウォン）計算して、それ

よりもちょっと高いかなって目安がつきま

す。１００００ウォンのお札がどっさりに

なってちょっとお金持ちになった気分です。

あと１０００ウォン札、５０００ウォン札

があり、それぞれ１００円玉、５００円玉

のイメージです。 

 

それをすませて、旅行会社のカウンターに

行きました。私たちはHISに頼みましたが、
旅行総研というカウンターであちらこちら

の海外旅行を扱っているようです。そこで、

航空券をもらい、詳しく説明を受けて、２

階の出国カウンターに行きました。 
 まず、荷物を預けます。中を全部調べる

のかと思ったら、国内と全く同じチェック

です。その後は、出国審査です。何か聞か

れたら「サイトシーイング」と思っていま

したが、何も聞かれずに、パスポートには

んこが押され、ここも無事通過です。なん

かあっけないなあという感じもありました。 
 そして、出発ロビーで２時間近く待ちま

した。ロビーは人であふれていました。そ

れも韓国語ばっかり。「おお、ここは日本じ

ゃないな。」って雰囲気です。日本を旅行し

た人たちが帰国するのでしょう。小銭を使

い切るのか、売店の日本のチョコレートを

買いまくっていた人もいました。韓国行き

の貸し切り便が２便出発するといく分ロビ

ーは空きました。２時過ぎの出発で３０分

くらい前に、飛行機に搭乗です。水色の大

韓航空の飛行機です。 

 

飛行機は、日本のと全く変わりありません。

書いている文字やアナウンスがハングルで

あるくらいです。国内と同じように、酸素

マスクが降りてきたらとか、外へ脱出する

ときは、と説明が続きます。韓国語、英語、

そして日本語でもアナウンスがあります。

外国人が話す日本語だなあっていうのはわ

かりますが、とてもわかりやすい発音です。

だいぶ満席に近い状態ではありましたが、

私たちの隣の中央の三列など、一部空いて

いるところもありました。 
 飛行機が安定飛行にはいると、昼食が出

ました。飛行機で食事がでるのは初めてで

す。「chicken or fish ?」と聞いてきました
ので、肉の方をいただきました。煮込んだ

鶏肉に白ごはん、パンとバター、ゼリー、

サラダ、ミネラルウォーターでした。ご飯

は温かくとってもおいしかったです。飲み

物はオレンジジュースをいただきました。 
 飛行機は日本海沿岸に沿って飛び、佐渡

島、能登半島を左に見た後、半島を横切り
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ソウルの仁川国際空港に向かいます。モニ

ターには、飛行機がどのへんを飛んでいる

かが映し出されますので、「あれが、能登半

島かな。」などということが予想つきます。 
 雲の間から私にとって初めて見る異国の

地。緑があって、道路が走っていてという

のは、日本と同じだったのですが、妙に目

につくのが高層の建物。山の中に、いくつ

ものトゲが出ているという感じです。 

 ほどなく、「当機はまもなく仁川国際空港

に着陸します。」ということで、無事着陸し

ました。 
 飛行機を降りた時に、驚いたことが一つ。

読んだ新聞が床に無造作に捨てられている。

使ったイヤホンもそのへんにポン。「おいお

い、せめて椅子の上にたたんでおいていけ

よ。」って感じでした。これももしかして文

化の違いなのかなあと思いました。 
 
韓国到着 
 飛行機を降りると、そこは真新しい空港。

できてまだ数年で、新しさは函館空港も負

けません。モアイ像みたいな石像が並んで

歓迎してくれる中、みんなの後を付いてい

きました。どの表示も韓国語、英語、そし

て日本語で書いているため、迷うことはあ

りませんでした。入国審査のところで、「韓

国人」、「外国人」とありましたが、ちょっ

と迷って、「ぼくらはここでは外国人だった

んだ。」とわかり、通過しました。ここも何

も聞かれることなく、パスポートにはんこ

が押されました。 
 次は、預けた荷物の受け取り。これも日

本と全く同じように、ベルトコンベアーで

自分の荷物が来るのを待ちます。預けたの

は例のシールの貼ったスーツケース一つで

す。それを目印に、無事見つけました。引

き替え証を確認して、外にでますが、係の

確認は、なし。「え、これでいいの？」人の

を持って行く人なんかいないんだなあと思

って納得することに。 

 

さて、どんなメンバーでこれから旅行をす

ることになるのでしょうか。目印の「世界

発見」の掲示を探します。 
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３日間お世話いただいたキムミエとの出会

い 
 荷物を引いて出口に行くと、出迎えの人

がいっぱいいました。私たちを出迎えてく

れるのは…、と思っていると、「ササキさん

ですか。」と声をかけられました。キムさん

でした。「ほかの皆さんは？？」という状態

でしたが、私たち二人だけのガイドさんで

した。バスで大人数で乗り込んでいくこと

ばかりを予想していただけあって、「いい

の？ガイドさん占有してしまって。」という

感じでした。 

 

空港を出るとすぐにワゴン車がやってきて、

運転手さんとキムさん、そして私たち二人

の４人の旅が始まりました。仁川国際空港

とソウル市内は、高速道路を使って１時間

半位だから、札幌と新千歳ぐらいの距離は

あると思います。空港を出て海沿いの高速

道路を一直線に走ります。反対側には高層

マンションが建ち並んでいます。鉄道も平

行して走っています。 
 車の中では、ツアーのうち合わせです。

「どんなところを回りたいですか。」妻は一

度行ったことがあるので、ちょっと何とな

くは韓国はわかるかもしれませんが、私は、

何もわかりません。パンフレットも本もあ

んまり見ていません。「見れるところ見れれ

ばいいさ。」ぐらいに考えていたものですの

で、全てお任せです。天気が悪いので、タ

ワーをキャンセルして、ショーを見ること

にしました。そして、韓国で有名なあかこ

すりと、宮殿を見ることになりました。 

 

ツアーで決まっている食事、チャングム、

免税店などは、必ず行くことになっている

ようです。あとは、お客さんの要望を聞き

ながら、ソウルを楽しめるように自由にツ

アーを組み直してくれます。個人ツアーな

れではという感じです。私たちは、夕食の

あと、NANTA というお料理ショーがとっ
てもお勧めで、それを見に行くことにしま

した。決まると、すぐに携帯電話で、予約

を入れてチケットを取ってくれます。「一番

後ろの席なんですけれど」と言いながらも

しっかりチケットを取ってくれました。 
 さて、車はソウルの町に近づいてきまし

た。左右には高層マンション。そして、建

設中のマンション、ビルディング。ソウル

はまだまだ開発途上という感じです。国会

議事堂、大企業の社屋、など都心部へ向か

って進んでいきました。 
 ソウルは日本の東京よりせまいところに

１千万人以上が住んでいるというとで、人

口密度はかなり高い状態です。また、ソウ

ルでは大きな地震がないということで、住



最高の韓国旅行 

～ 韓国旅行記 5～ 

宅はマンションが多いということです。あ

ちらにもこちらにも超高層マンション群が

立ち並び、その建設は今も進んでいました。 
 ソウルは日本の京都のようなところ、浅

草のようなところ、上野のアメ横のような

ところがあるなどと教えてくれましたが、

キムさんはまだ一度も日本に行ったことが

ないそうです。ガイド業は夏の間は超多忙

スケジュールだそうですが、是非一度日本

に来て、日本の良いところをたくさん見て、

肌で感じていってほしいですね。 
 さて、車窓から外を見ると、車は右側通

行。日本とは逆です。ですから、慣れるま

では、駐車場から乗り込む時はどうしても、

車の左側に回って「あれ、ドアがないぞ」

という感じでした。車は見たところ、ほと

んどが国産車。韓国の車です。Hyundai「現
代」社製の車がほとんどで、日本のホンダ

のマークのHが斜めになったようなものが
マークです。見たところあちらにもこちら

にもそのマークのついた車両がありました。

軽四は一台も見ませんでした。乗用車はい

ずれも、中型、大型車でした。韓国のガソ

リンは、日本よりも価格が高いとのことで

すが、韓国人は車はお金をかけていました。 
 会社は、一流企業だと自社ビルを持って

おり、それも高層ビルです。会社も貧富の

差が相当に大きいようです。 
 高速道路は、ほとんどが片側でも４斜線

以上で、片側８車線の道路もありました。

聞くところによると、ソウルは北朝鮮まで

は、車で一時間ぐらいの所に位置している

ため、万が一の時には、道路が飛行機の滑

走路になるようにとも設計されているそう

です。 
 バスには乗りませんでしたが、バスは赤、

青、黄色など何色かに系統別に分けられて

いて、とてもわかりやすい仕組みになって

いました。路線バスもそこそこお客さんは

乗っていました。あと、観光バスもハング

ル、英語、日本語で旅行会社の名前が書か

れたのが走っていました。 
 運転は、一般的に標識があっても日本よ

りあいまい、割り込みあり、車間距離短し

で、結構交通事故は多いんじゃないかと思

いました。旅行中では、警察にお世話にな

っている車、事故を起こしている車は、２、

３度見かけた程度でした。 
 韓国には東西南北に大きな門がある（あ

った）そうですが、この間、老人の放火に

より消失したのもそうですが、その昔、朝

鮮出兵により焼き払われた門もあるという

ことです。豊臣秀吉の地代ですから遠い昔

とは言え、日本人として、ちょっと恥ずか

しく、顔をあげられないような話もありま

した。 
 韓国のお国事情などを聞きながら、夕食

のレストランに向かいました。 
 
夕食 
 韓国で初めての食事。午後６時半少し前

でした。骨付きカルビでした。 

 

キムさんが、お店の人とお話をし、店員さ
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んが席に案内してくれました。小上がりは

板の間に座布団。日本だったら畳というと

ころでしょうが。 

 

店員さんが、真っ赤になった炭を持ってき

て、その上に鉄板を置いて、ニンニク、肉

を乗せて焼いてくれます。肉をはさみでち

ょきちょき切り、ほどよい大きさにしてく

れます。レタスのような葉に肉や野菜（も

やしとにんじんのおひたしみたいなもの）、

それに唐辛子のようなものを乗せ、巻いて

食べます。キムチもしっかりついていまし

た。あと、おいしかったのは大根を薄く切

った酢漬け。おかわりしました。 
 肉を持ってくる時に店員さんが「お飲み

物はいかがしますか。ベツバライです。」と

日本語で聞いてきます。ウーロン茶を頼む

ことにしました。韓国の水道の水は原則飲

まない方が良いと聞いていました。３００

０ウォン。０をとって３００円ちょっと。

これは観光地価格だなあと思いながら、ウ

ーロン茶の小さな缶をグラスにあけ、乾杯

です。 
 キムさんは、私たちが席に着くと写真を

撮ってくれました。優しい心遣いです。「食

べている間どうしてるんですか。」と聞くと

「運転手さんとデートしている。」って話し

ていました。どの場所でも私たちが楽しん

でいる間、ずっと待っててくれるんですね。 
 レストランで笑いが止まらなかったのは、

この後。肉や野菜、豆腐など全部食べて、

「おいしかったね。」と行った頃に、白いご

飯が金属製のふたのついた入れ物で出てき

ました。もうおかずはありません。しかた

がないので、焼き肉のたれをかけて食べま

した。さらに笑ったのが、ご飯を食べ終わ

った後に、みそ汁が出てきました。日本の

味噌とはちょっと違うなあと思いながら、

それもいただいて、食事はおわり。ご飯や

味噌汁はそういう風習なようですので、お

酒を飲まない人は、一緒に下さいと言うこ

とを初めから伝えておいた方がいいようで

す。 
 それと、韓国には割り箸はありません。

資源保護の関係からか、全て金属の箸です。

これは割り箸に慣れている私たち日本人に

とっては、感心と納得です。 
 食事の分は、キムさんが現金払いしてい

るようです。日本だったらクーポンなどで

やるところでしょうが、これからの観光地

や施設なども全て現金でやっていました。

かかる分が旅行会社から予め、渡されてい

るのでしょう。 
 私たちも韓国で初めての支払い６０００

ウォンを支払ってお店を後にしました。 
 食事の量はさほど多くもなく、（おかわり

もできるとのことでした）味もまずまずだ

ったかと思います。見たところ一番高い食

材と言えば肉かなというぐらいの食事で韓

国気分を味わうことができました。 
 
免税店 
 再び車に乗り込み、免税店に向かいまし

た。免税店何カ所かは、コースに入ってい
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て必ず行かなければならないということで

す。キムさんに「買う時、これを見せてね。」

とカードを渡されました。ガイドさんのポ

イントになるのでしょうね。 
 韓国で今もっとも人気のある BB クリー
ムが安価で買えるということで、それと、

あとは顔のパックを買っていました。私は

ただ見るだけでした。 
 
NANTA 
 これが私は韓国で一番おもしろかった。

キムさんの是非のお勧めということで、お

料理のショーを見に行きました。劇場は日

本の映画館と同じ感じ。一つのビルにいく

つもの会場があるという感じ。開始時刻が

間近だったこともあって５００位はありそ

うな席が、いろんな顔の外国人でいっぱい。  

 

最初にアナウンスが、ハングル、英語、日

本語、中国語で表示されます。それが終わ

るといよいよ開幕です。 
NANTA は、お料理ショーと書きました
が、フライパンや鍋、ざるなど５人の出演

者が全て楽器にしてしまい、鮮やかなリズ

ムを刻みます。また、本物のキャベツやに

んじんを見事な包丁さばきでいきます。 
時には会場のお客さんもステージに駆り

出され、一緒に演技をするはめに。また、

拍手や声援など会場と一体になったショー

です。言葉はほとんどなく、全て演技でス

トーリーは理解できます。大人から子ども

まで、韓国人から、日本人、世界のあらゆ

る国の人でも一緒に楽しめるすてきなショ

ーです。６００００ウォン位で、ちょっと

高めかなあとも思いますが、なかなか国内

では見ることのできないものです。一度は

見ておきたいものの一つかなと思います。

キムさんの話によると、これよりさらにア

クションのすごいジャンプというものもあ

るとのことで、今度は是非そちらにも行き

たいと思います。 

午後８時から始まったショーも終わって９

時半頃。終わりのタイミングに合わせてキ

ムさんが迎えに来てくれて、さらに韓国の

夜の旅は続きます。外に出ると外は、雨模

様になっていました。 
 
眠らない町ソウル 
 この日の最後は、ソウル中心部のデパー

ト。私は、もうとっくに寝る時間を過ぎて

いるので、もうねむねむ状態です。 
 デパートに入る前に繁華街を通りました。

広場には露店が所狭しとびっしり並んでい

ました。キムさんが言うには、今は暑いの

で衛生状態もあまりよくないので、食べな



最高の韓国旅行 

～ 韓国旅行記 8～ 

い方がいいということでした。 

 

さて、着いたデパートは地下１階から３階、

４階ぐらいまであり、超高層ビルの下の部

分が店舗になっています。デパートと言っ

ても、テナントがたくさん入っていて、ほ

とんどが服やアクセサリー売り場。私には

あまり関係ないものばかりです。妻は目を

輝かせて服を手にして、私はその後をつい

て歩くだけ。売り場の雰囲気は日本と全く

同じって感じ。単位がウォンになっている

位。日本もそうかもしれないけど、韓国も

ハデハデが若者向きなのかもしれません。 
 私が驚いたのは、店で何が売っているか

っていうことよりも、どうして夜の１０時

を回っているのに、こんなに人がいるのか

っていうぐらい、若者を中心に人がいるこ

と。袖がふれ合うようにすれ違うぐらいで

す。さらに驚いたのは、小学生位と思われ

る子どもたちも、あちらこちらで見かけた

ことです。韓国の学校も８月後半までは夏

休みということですが、「１０時を過ぎてま

で子どもを連れて歩くのはけしからん。」と

思うのは日本だけの常識っていうか、文化

なんでしょうかね。 
 疲れたので、入口にあった、ファースト

フードコーナーみたいなところで、ジュー

スとパンを買って小休止。メニューはハン

グルと英語で書いてあったので、大丈夫で

した。「買い物もなんとかなるさ。」ってい

うのがちょっと感じた時でした。 

 
 
やっとホテルに到着 
 午後１１時を回ってやっとホテルに着き

ました。ツアーの申込みをした時、一ラン

クいいのにして、ソウルの中心部のクラウ

ンホテルにしました。日本のビジネスホテ

ルクラスかと思います。ソウルで一番いい

のがロッテホテルだそうで、そこはホテル

もいいけど料金もかなりいいということで

す。 
 ホテルに着くと、キムさんが全部手続き

をしてくれます。鍵を渡して、説明をして

くれて、今日はここでお別れです。傘がな

いということで、私たちハデハデの古い折

りたたみ傘を貸してあげました。次の日に

聞くには、家（ソウルの中心部からけっこ

うあるそうです）に帰るのにタクシーが拾

えず、バスで帰って、ついたのはだいぶ遅

かったそうです。時間外の仕事になったの

でしょうが、私たちにソウルを満喫しても

らうために夜遅くまで、案内をしてくれて、

本当に感謝です。 
さて、ホテルは９階建て。私たちは最上

階の部屋でした。８階までエレベーターが
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あって、そこから階段でワンフロアー上が

ります。 
部屋はバストイレ付き。ダブルベッドと

シングルベッドがありました。二人で泊ま

るには十分ぐらいの広さでした。この日は

シャワーを浴びてバタンキューです。 
 
早朝の明洞 

 

朝はやっぱり５時には目が覚めます。小雨

が降っていましたが、二人で朝の散歩です。

さすがにゴミ袋と火ばさみはありませんで

したが。ホテルは都心にあるのですが、ホ

テルの前の道路はさほど広くなく、小さな

商店がならんでいるという感じでした。食

べ物屋、服屋、雑貨屋、魚屋、おみやげ屋、

そして通りの一本裏は居酒屋っていう感じ

です。文字が全てハングル（漢字は固有名

詞に使って、あとほとんどの標記はハング

ルのみ）ですので、ショーウィンドーや店

の前の物がなければ、何屋さんかわからな

い位です。「韓国の人は夜が遅いので朝は遅

い」という話を聞いていましたが、早くか

ら開けている店もありました。 
 
 小道に入っていくと、車がすれ違えない

ぐらいの細さです。そこに住宅（長屋みた

いの）があって、郵便受けが出ていたりし

ます。煉瓦づくりの一階建てっていうのが

韓国情緒を感じさせます。あと屋根は瓦で、

トタンはありません。 

 

広い道に出ると雑貨屋さんがやっていまし

た。アイスクリームのケースをのぞくと、

日本より安い値段でキャンディーが売られ

ていました。 
 コンビニもあり、このへんも日本と変わ

りないところです。 

 

ちょっと歩くと、すばらしい門がありまし

た。門と言っても高さが二十メートルもあ

りそうな門です。近くまでいくと見学料な

どが書かれてありましたので、観光地だと

いうことがわかります。あとでわかったの

ですが、ここが王室の離宮で昌徳宮でその

日見学する場所でした。 
 そこを左に折れていくと、ガソリンスタ

ンド、会社のビル、バス停、日本文化会館
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（だったかな）などがありました。更に左

に曲がると、日本で言う武家屋敷風の建物

もありました。そして、ホテルからグラウ

ンドが見えた公立小学校も見えました。と

ても立派な建物でした。バイクに大きなリ

アカーがついているのも韓国風でした。後

からつけたというよりも、最初からリアカ

ー付きのバイクっていうところです。 

 

そこまでいくと、ホテルが見えてきて、安

心して、一区画を一周の小雨の朝の散歩は

終わりました。 
 出発は８時２０分の約束なので、テレビ

をつけてみました。衛星テレビもあるので

しょうか。７０チャンネル以上はありまし

た。こんなたくさんのチャンネルは日本で

も見たことがありませんので、比較できま

せんが、７時前だというのに、ニュースあ

り、バラエティーあり、マンガあり、ワイ

ドショー的なのあり、教育テレビあり、ス

ポーツ番組あり、とないものはないぐらい

の内容でした。きっと日本と同じなんでし

ょうね。やったーと思ったのは懐かしい日

本語の放送があったことです８０チャンネ

ルは NHK の放送が流れています。天気予
報があったので、見ると韓国は雲がかかっ

ています。だんだんアップにしていくと画

面から外れてしまいました。当たり前です

けどね。さあ、今日はチャングムです。 
 
朝はお粥 
 時間ちょっと前にはキムさんが迎えに来

てくれました。小雨の中、まずは朝食です。

ホテルからほど近いルーム２０１というレ

ストランでお粥の朝食です。看板には「本

物のアワビ入り」と日本語で看板がありま

した。韓国でもお粥はよく食べるそうです。 

 

このレストラン、昔はホテルだったそうで、

そのスイートルーム２０１号室をそのまま

使っているということでこの名前がついた

そうです。私たちの食事をしたとなりに大

きなダブルベッドとぬいぐるみたちがあり

ました。なんとも妙な取り合わせですが、

ここで食事をしました。でもベッドがある

だけで、あとは普通のレストランという感

じで、隣も向こうも日本人という雰囲気で
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した。 
韓国の食事は言葉が適切かどうかわかり

ませんが、質素です。お粥にキムチ、野菜

がちょっとついただけで、とてもヘルシー

と言えます。おなかいっぱい食べたい方に

は量も内容も不足かもしれませんが、ダイ

エット中の私たちにとっては、適量、適種

類といったところです。 
 
チャングムのロケ地へ 
 車は雨が降ったり止んだりする中、一時

間半ほどかけて、チャングムのロケ地へ向

かいました。 
 途中、軍隊の基地などが何カ所か見えま

した。韓国は徴兵制があり、全ての男子は

20歳を過ぎたら、何年か軍に入る義務があ
ります。ニート、引きこもり、いじめなど

子ども社会でも様々な課題がある中、もし

日本もこういう制度があったら違っていた

のかなあなどとも思いました。でも後から

笑っちゃったのは、帰りに町中で、実際に

デモの警備をやっていた兵隊さんたち、誰

も通らなくて暇なのか、鉄砲を向け合って、

じゃれていました。やっぱり子ども？銃を

持たせて大丈夫？って感じでした。 
 細い道を走り抜け、農家地帯を進むとど

うやら着いたようです。やっぱり小雨が降

っていました。とっても完成な緑いっぱい

の公園なのですが、ちょっと向こうには、

高層マンションが建ち並ぶというアンマッ

チな状態でした。 
ここは MBC の放送局があって、そこに
ロケ地として公園を作ったということです。

広さはとっても広いというわけではなく、

野球のグラウンド１つより少し大きいなな

あというところです。そこに宮殿は調理場、

牢、動物の飼育所、一般住民の家などが造

られています。 
 日本のこの手の施設とは違って、「さわら

ないでください。」「入ってはいけません。」

という看板がそんなにありません。 
 調理の道具や王様の椅子などにも手を触

れることができますし、持つこともできま

す。誰も盗ったりする人はいないってこと

なんでしょうね。こういうのが続くといい

ですね。でも残念なこともありました。柱

に記念の一言を書いていったのがやっぱり

ありました。日本人としてとっても恥ずか

しい思いでした。 

 

キムさんは、週に２回は来ているというこ

とです。カメラを預けるとたくさん上手に

写真をとってくれました。 

 

うちの妻はチャングムの大ファン。キムさ

んが一言言うと、「ああー、わかる。わかる。」
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ってツーカーです。こうなると GYAOでチ
ャングムやってたから、もうちょっとかじ

っておくべきだったかなあと思います。 

 

雨が降ったり止んだりでしたが、天候のせ

いか、観光客はそれなりにいましたが、静

かな雰囲気の中、見学をすることができま

した。 
 ツアーの計画では、その日の行動予定は

チャングムだけでしたが、十分見てもまだ

昼前、ソウルに戻ってもいろいろ午後から

見ることができたのでした。 
 
宮廷料理 
 ロケ地にも宮廷料理のサンプルが並んで

いましたが、料理の数は相当にありました。

（２０種類ぐらい）昼はその宮廷料理とい

うことで、ソウルに戻っての食事です。 
 お店に着くと、さっそく出てきました。

全部で１２種類。今度はキムさんに頼んで

ご飯も先に出てきました。やっぱり高めの

ウーロン茶で乾杯です。肉、唐辛子、こん

にゃく？の刺身、レンコン、小エビと野菜、

サラダ、キムチ、キュウリの漬け物、焼き

魚、味噌汁、ごはん、小魚の佃煮です。量

があまり多くなかったので、全部食べて腹

八部目というところでした。 

 

前の店でも思ったのですが、店員さんの対

応は、日本だったら通らないだろうなあと

いうものがありました。ものを持ってきて

も、置き方が静かでない。何も言わない。

仕事がないと、店員同士おしゃべりしてい

るというところあたりは、改善が必要かと

思うところです。 
 
免税店へ 
 食後、すぐ近くの免税店に行きました。

「お安くします。」、「４使うと○○にしま

す。」、「これもつけます。」というように、

売り込みはけっこう激しかったです。韓国

の小さい人形を買ってきました。 
 
続いて超高級ブランド店 
 山の道を登っていくと、超一流のホテル。

ベルボーイさんが、お客様を迎えています。

その隣に、高級ブランド品の免税店があり

ます。グッチ、シャネルなど（２つしか思

い出せない）、世界の一流ブランド品ばっか

りの店でした。もちろん私にとっては、「猫

に小判」そのもの。落としたお金０で出発。

わかる人にとっては、ここぞとばかり買い

物が始まる人もいるんでしょうね。ねらっ

ている物がある人は、しっかり日本での価

格を調査してから買いましょう。 



最高の韓国旅行 

～ 韓国旅行記 13～ 

 
青瓦台 
 宮殿の見学時間が２時半ということで、

まだちょっと時間があるということで急き

ょ青瓦台に案内してくれることになりまし

た。そこで記念撮影をすることになりまし

た。 
 青瓦台は、韓国の大統領府で、少し前ま

では、近寄るのはもちろん、写真撮影など

しようものなら、カメラを没収されるとい

う状態だったそうですが、今は警備こそし

っかりしていますが、写真も自由に撮るこ

とができます。 

 

青瓦台に近づくとパトカーと何台も出会い

ます。検問もあって止められましたが、「日

本人の観光に」というと、中を調べられる

こともなく、フリーパスでした。 
 青瓦台の門の前に来ると緑の芝生、美し

い石畳の道。そしてあちらこちらに警察車

両。他と雰囲気が違うのは一目瞭然です。

ここで記念写真を数枚撮って、宮殿へ向か

います。 
 青瓦台という名前は、大統領の執務室の

屋根の瓦が青いことからついた名前です。

最初はソウルオリンピックの聖火台だとば

かり思っていました。その頃、青空とまで

はいかなくても、雨があがっていました。 

 
昌徳宮 
 「ここ、朝来たよ。」という昌徳宮に着き

ました。昔の王朝の離宮として建てられ、

つい数十年前まで一部は居住していたとい

うことです。 

 

日本で言う京都の感じで観光の定番になっ

ているようで、全て昌徳宮のガイドさんが

案内をしてくれます。２時半は日本人の（日

本語の）ガイドで、周りは日本語ばかりで、

ちょっと一安心した気持ちになり、ぞろぞ

ろと 100名以上のご一行様ということでガ
イドさんについていきました。頭の中で行

く前にイメージしていたのはこんな感じで

した。 
 赤を基調に、赤、緑、黄色、青の原色で

美しく彩られた建物は、当時に建てられた

ままと言うことですが見事な美しさを誇っ

ていました。色は褪せてくるため、塗り直

しているからということです。 
 広さは、けっこう坂を登ったり歩いたり

しましたが、それもほんの一部ということ

で、たぶん四季の杜公園ぐらいはあるので

はないかと思います。 
 昔は冬の暖房はどうしていたと思いま

す？ソウルの気候は東京とだいたい同じと

いうことですが、冬には雪がふるそうです。
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はやり暖房なしではつらいようです。宮殿

ではオンドルという暖房設備を使っていま

した。床下で、薪を燃やして部屋を暖める。

いわば床下暖房です。居住区には、暖房の

ある部屋とない部屋、広い部屋、狭い部屋

があり、格差はあるものだと思いました。 
 王宮へ進む道も高さが何段かになってい

て、位の高い所は一段高いところを歩くと

いうようなところもありました。 
 王宮の執務室、居住場所、図書室、離れ

などを見学、池の前で小休止です。売店に

見かけたことのある青い缶。ポカリスエッ

トがありました。７００ウォン。小銭でお

つりが来ました。これは日本では１００円

ですから確かに安いですね。観光地価格に

なってないところがありがたいです。 

 

お日様こそありませんでしたが、緑に囲ま

れた坂道を登っていくところでは、きっと

晴れていたら最高の涼むところんだろうな

あと思いました。蝉の声あり、小川の流れ

る音ありでとっても雰囲気のあるところで

した。 
 
明洞の市場 
 
明洞の市場は、昌徳宮のすぐ近く。言い

換えれば、なんと私たちのホテルから歩い

て５分もたたないところにありました。 
雰囲気はあめ横、原宿の竹下通りってい

うところでしょうか。歩行者天国の細い石

畳の道路の両端に小さな店がたくさん並ん

でいます。ソフトクリーム屋、おみやげ屋、

陶芸屋、駄菓子や、食べ物屋、服屋、アク

セサリー屋、など現地の人であふれていま

した。雨はあがっていたので、良かったで

す。ここで小一時間の自由タイムです。 

 

さっそく行列ができているところがありま

した。何だろうと思って近寄ってみるとア

イスクリーム屋さんです。伸びるアイスっ

ていうんですか。へらで盛りつけてくれま

す。２０００ウォン、２００円ぐらいです。

アイスを口にしながら、進んでいきました。 

 

子どもたちが集まっているところがありま

した。駄菓子屋さんです。３つで１０００

ウォンというのが店前に並んでいました。
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「よし、これだ。」と思って、３つずつ８種

類買いました。何があたるかわからないけ

ど子どもたちのおみやげにすることにしま

した。 
 おいしそうなフルーツパフェみたいなお

店の看板を見て、パチリ。「行ってみる？」

と思ったけど、時間がなくて、今回はパス。

ところが後で夜、もう一度来て、思い出話

ができました。 

 

店の両側をぶらっと散策し終わった頃、再

び雨が降ってきました。キムさんが迎えに

来てくれて、食事。そしてアカこすりです。 
 
夕食はプルコギ 
 市内のレストランに案内されました。

食事はプルコギ、焼き肉です。前日のカル

ビーのように、肉を乗せ、はさみで切って

くれます。ニンニク、キャベツも一緒に載

せます。鍋はジンギスカンの鍋で出てきた

汁が下にたまるようになっています。柔ら

かくておいしい肉でした。後は、カルビー

の時と同じような内容でした。ご飯も先に

出てきました。ボンと投げるようにってい

うのに近い置き方でしたが。 
 
いよいよエステ 
 「あかこすりに一万円近くかー。」とは思

いますが、何事経験ということで、全然似

合わないエステに朝鮮しました。土曜日だ

け合ってなかなか混んでいるということで、

評判がよくて空いているところをキムさん

が、予約してくれていました。 
 ここでしばし、私一人の時間になります。

中に入るとまず、「こちらへどうぞ。ご説明

いたします。」とちょっと韓国風の日本語で

説明をしてもらいました。全身マッサージ

とか、足の裏マッサージとかいろいろオプ

ションを説明されましたが、「基本コースで

けっこうです。」とお断りするとそれ以上は

勧めてきませんでした。９番の番号札が渡

され、「お風呂に呼びに行きますので、番号

が呼ばれるまでお風呂に入っていてくださ

い。」と言われ、服を脱いでお風呂で待ちま

す。先客は、２、３人いました。さほど混

んでいません。銭湯のくらいのお風呂が二

つと、よもぎサウナ（高温）、水晶のサウナ

（低温）と、あと一つサウナがありました。

サウナに一通り入りましたが、いつ呼ばれ

るかわからないので、お風呂の周りにいた

時間が長かったです。 
 「９番の方どうぞ。」と呼ばれると、台に

上がります。大事なところはタオルをかけ

てくれます。タオルで体をゴシゴシこすっ

てくれます。「うつぶせになってくださー
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い。」、「よこむきになってくださーい。」、「は

い、つぎはあおむけでっす。」ってな具合に

体中こすってくれます。キムさんに「強か

ったら、言っていいんですよ、」と言われま

したが、そんなに強くこするでもなく、も

っと力を入れてもいいというぐらいでした。

体中をこすると、オイルマッサージです。

体に塗って、首とか背中をマッサージして

くれます。けっこう気持ちよかったです。

最後に頭を洗ってくれました。およそ３０

分エステしてもらって、おしまい。足のか

かとのオプションを勧められましたけれど、

ここも「いりません。」で通しました。 

 

風呂を上がると妻の方がまだ終わっていな

いということで、（女性の方はパックもつく

そうです）待合い室に通されました。そこ

は NHK のテレビがかかっていて、しばし
休憩です。 
 １５分ぐらい待って、再び合流です。お

互いの肌をすべすべでなであいました。 
 

韓国風かき氷 
 ホテルに着いたのは７時頃。明日の待ち

合わせは午前６時３０分。今日は早めの到

着です。眠かったけど、お出かけの絶好の

チャンス。雨はだいぶ強かったけど、傘を

さして、つい先ほど行った明洞の市場へも

う一度行きました。大きな道路を渡って、

セブンイレブンの前を通れば、５分ほどで、

通りに出ます。 
 ８時頃だったので、もうだいぶお店は閉

まっています。例の眠らないデパートとは

だいぶ違いますね。雨が降って分かったの

ですが、石畳みの道はかなりのでこぼこ。

あちらこちらに大きな水たまり。小さな池

ぐらいの大きさのもありました。日本だっ

たら絶対検査に合格しないだろうなあとい

う道でした。ゴミはたくさん落ちていまし

たが、清掃の係でしょうか、大きなほうき

とちりとりそしてごみ袋できれいにしてい

ました。 
 ゴミのことをちょっと話すと、冒頭の飛

行機の中の後始末にもありますが、ちょっ

と町中のゴミは多いという印象です。朝散

歩していても街の中心街であっても、あち

らこちらに紙くずが落ちていたり、店のゴ

ミがうずたかく積み上げられたりしていま

す。毎朝ゴミ拾いを日課としている自称ゴ

ミ拾い評論家としては、もうちょっとみん

なで街をきれいにしようという意識が高ま

ればもっとソウルもきれいになるのになあ

ということを感じました。 
 さて、歩いていくと先ほどのフルーツ盛

り合わせの看板の所にたどりつきました。

店は２階のようです。どんな店か、言葉は

通じるか、不安もありましたが、何回かガ

イドさんなしで買い物もできていたし、そ
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こは夫婦の力を合わせれば乗り越えられる

ということで、入っていきました。２階に

上がると、若者のカップルがほとんどで満

員状態に近いお店でした。店に入って、「ト

ゥー」と指を出すとウエイトレスさんが、

席に案内してくれました。メニューがでて

きます。外国人ということがわかったので

しょうか。韓国語のメニューと一緒に日本

語のメニューもおいていってくれました。

「フルーツ盛り合わせ…、キュウイ…」思

っていた物がありません。どうみてもフル

ーツミックスジュースでもなさそうです。

そうこうしているうちに若い高校生ぐらい

のウエイトレスさんが注文を取りにやって

きました。最初に日本語で話してみました

がダメ。そんじゃ英語ではということで、

「店の前で見たフルーツいっぱいのパフェ

みたいのはどれですか。」って聞いても、ニ

コッとしながら、首をかしげるばかり。身

振り手振りでやってもどうも、コミュニケ

ーションがとれませんでした。「そんじゃあ、

しかたがない」ということで、妻は緑茶パ

フェみたいの、私は韓国かき氷を注文しま

した。ウエイトレスさんは、日本語で指さ

したのと韓国語のメニューを見比べて、OK
と言ってニコッとして戻っていきました。

向いのカップルは、おかきのようなおもち

のようなのを食べながら、至近距離でおし

ゃべりをしています。「あれ、何だろうね。

食べてみたいね。」なんて周りをみまわして

いました。 

 

しばらくすると注文していたものが来まし

た。緑茶にクリームが乗ったの、そして、

なんと私がイメージしていたフルーツの盛

り合わせが来ました。これが韓国風かき氷

だったんですね。それにあのおもちのよう

なものもついてきました。お通しなのか、

緑茶についてきたのか、聞こうとも思いま

したがまたややこしくなりそうなので、や

めました。思っていたものが、ちゃーんと

届いたので、二人で大笑いしながら、食べ

ました。とってもおいしかったです。どっ

ちとも７５００ウォン。７５０円でした。 
すてきなカップルをいっぱい見たのと、思

った物が食べることができたという、そん

なホットな気分になって、どしゃぶりの雨

の中、ホテルに戻りました。もう靴の中は

びしょびしょ、もちろん、靴下も、そして

ずぼんもびしょぬれでしたが、靴はタオル

を入れて、次の日は早いので、寝ました。 
 
いよいよキムさんとお別れ 
 次の日は、前の日の雨があがって、まず

まずの天気。６時半にキムさんが迎えに来
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てくれました。相当の早起きをして来てく

ださったことになります。車は一路空港へ、

ですが、最後の免税店に寄ることになって

います。金浦空港の近くに朝早くからやっ

ている店があって、そこに案内されました。

椅子に座らされて、さっそくキムチの試食

と説明です。そこではチヂミ（日本のお好

み焼きとピザ）の合わさったようなものを

冷凍したものを３個。そして、おみやげ用

の冬のソナタチョコレートを買って、車に

乗り込みました。おみやげが増えて、スー

ツケースには入りきらないので、入れてく

れたトートバッグみたいな袋でそのまま飛

行機に預けることにしました。 
 再び高速道路を行き、遠くに飛行機が見

えたかと思うと仁川国際空港に到着です。

その頃は天候は日差しがまぶしいくらいに

回復していました。 

 

キムさんが、さっそく航空券を引き替えに

行ってくれます。私たちは荷物を預けると

ころに並んでいました。係の人に「航空券

は？」と聞かれたので、「ガイドさんが手続

きしています。」と言ったら通してくれまし

た。融通の利く国です。でもキムさん、な

かなか戻ってきません。しばらくすると「座

席が離ればなれになってしまいました。飛

行機の座席状況をみながら一緒に探したん

ですが、二人一緒の所がありませんでし

た。」と申し訳なさそうに話しました。「い

いよ。いいよ。かけあってくれて、ありが

とう。」と荷物を預けるところまで進みまし

た。前に並んでいた人が、日本に帰省する

のか、荷物は５個も６個も預けています。

お金かかるのかなあと思ってみていたら、

「子どもさんがいるので、かからないよう

です。」とキムさんが教えてくれました。私

たちの番になって、スーツケースと先ほど

買ったおみやげを預けました。キムさん、

係の人と何か話してくれています。しばら

くすると、「隣どうしの座席、取りました。」

と取り替えた航空券をくれました。 
 手荷物検査のところで、「ここでお別れで

す。１８番ゲートからお乗り下さい。また、

韓国に来てくださいね。」と言われ、私たち

も「３日間、たいへんお世話になりました。」

とお礼を言って、手を振ってお別れしまし

た。キムさんは、今日の夕方からまた１３

人の団体さんのガイドが入るそうで、家に

帰る時間もないということなので、空港で

一休みというか、時間つぶしをしているこ

とになりそうです。 
 ３日間も案内してもらって、チップも渡

さないまま、あっけなくさようならをして

しまいましたが、またいつかおみやげを携

えて韓国に遊びにいくのが一番のお礼かな

あと思っています。その時はジャンプのシ

ョーを是非案内してほしいなあと思います。 
 
さようならソウル 
 手荷物検査をすませると、出国手続きで

す。ここもパスポートを見て、はんこをお

して、何も聞かれずに通過です。まだ飛行

機の出発まで１時間以上あるので、ショッ
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プを見ながらぶらぶら歩きました。韓国の

お金が少し残っていたので、できるだけ使

い切ろうというのもありました。私の財布

がだいぶ敗れていましたので、それを買う

ことにしました。自分で買うんだったら、

たぶん１０００円もしないのを買うんでし

ょうが、妻が６０００円ぐらいのちょっと

すてきなのを選んでくれたので、それを買

うことにしました。今使っている財布です。 

 

そして、あといろんなチョコレートが入っ

ている袋を一つ。韓国のチョコレートは、

とうがらしのとか、海苔のとか、栗、やき

いものなど、日本ではなかなか見かけない

ものがありました。 
 最後のお札で、１０００ウォンの一口ク

ッキーみたいのを買って、買い物は全て終

わりです。 
 函館行きの飛行機の案内が、韓国語、英

語、日本語で流れます。３日もいたので、

韓国語は何を言っているかはわかりません

が、イントネーションは耳に入ってきて、

ああ韓国語だなあというのはわかるように

なりました。 
 函館行きの飛行機は、隣のジャンボ機と

比べると、大人と子どもという感じでした

が、前に述べたように満席状態でした。 

 

座ると下の方で荷物を機内に運んでいるの

が見えます。投げたり乱暴な扱いはしてい

ませんでしたが、コンテナにびっしり積み

上げている状態なので、できればスーツケ

ースのような堅いものの方がお勧めだと思

います。でも、やわやわのチヂミとチョコ

レートもつぶれることがなく、届きました

ので、壊れるのをあまり気にしなければ、

特に海外だから乱暴に扱われるということ

はないように思いました。 

 

帰りも機内食が出ました。ポテトサラダが

はさまったサンドイッチにからしマヨネー

ズ、ミネラルウォーターに、クッキー一枚

です。そういえば朝ご飯は食べてなかった

ので、ブランチ気分でいただきました。こ

れもおいしかったです。それに飲み物はコ

ーヒーをお願いして、いただきました。 
能登半島が見えて、八郎潟が見えると「あ
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あもう少しなんだなあという気持ちです。

飛行機の高度が低くなって、がたがた揺れ

ながら真っ白い雲の中をしばらく進みまし

た。次に見えたのは、海に突き出す一本の

長い棒。そうです。上磯の日本セメントの

工場でした。函館山が見えて、競馬場が見

えて、湯の川の温泉街が見えたと思ったら

滑走路です。無事着陸です。弱いですけれ

ど雨が降っているようです。 
 飛行機は、前の方から降りるので、後ろ

の方に座っていた私たちは降りるのに時間

がかかりましたが、懐かしい函館に降り立

ちました。でも国際線なので、いつもとは

違って、端っこの方から降りていきます。

入国審査のところにはたくさんの人が並ん

でいました。「日本人はいますか。」と係の

人が呼んでいたので、「はーい。」と言うと

手招きして、前へ前へ連れて行ってくれて、

すぐに入国のスタンプを押してもらいまし

た。そうすると、私たち以外はほとんど外

国人！ってことだったわけです。荷物を見

るとゴルフのバッグがたくさんあったので、

韓国の人の北海道旅行っていうのもかなり

の人気なんだなと思いました。 
 預けた荷物は、韓国に入る時と同じ。ス

ーツケースと、トートバッグを持って、「間

違いありませんね。」「はい。」でノーチェッ

クで通過しました。 
 無事、家についてもまだ昼下がり。家で

ゆっくり休養しました。 
 夕方に韓国について、朝に出発してくる

ツアーはちょっと時間的にはもったいなあ

と思いましたが、キムさんのおかげで思っ

ていた２倍、３倍も楽しむことができた韓

国旅行でした。 
 「今度はどこに行く。」「もう一回韓国か

なあ。」、「それとも台北？グァム？、中国？」、

「ちょっと英語が通じた方がいいなあ。」な

んて次の旅行をちょっと頭に描きながら、

また、平凡で、それなりに楽しい毎日をが

んばって過ごしたいと思います。 
 お世話になった皆さん、そして今までよ

りずっと身近になった韓国、ありがとう。 
 
旅のメモ 
お金 
 この時期の旅行代金。２泊３日で、保険

などを入れて二人で約２０万円。ショーの

見学やおみやげなど含めて１０万円ぐらい。

合計３０万円くらいかかりました。 
 お金の交換は、新千歳空港ですぐに両替

ができます。向こうの空港でもすぐだと思

います。私たちはガイドさんに頼んだらす

ぐその場でしてくれました。持ち合わせは

持っているようです。 
 単位はウォンで、１００００ウォンだと

１１０円くらい。０を一つとって、それよ

り少し高い位と思えばいいです。物の値段

は、日本とだいたい同じくらいです。ただ、

観光地価格っていうのがあるようで、おみ

やげなどは庶民の店に入ってみるのもいい

と思います。 
 
買い物 
 免税店などは、日本語が通じます。店員

さんが日本語で商品を勧めてくれます。支

払いは円でもウォンでもドルでも OK なと
ころが多いようです。３つ買うと１つおま

けで４つくれるとか、いくつか買うとちょ

っとしたものをつけてくれるなどというサ

ービス合戦はあります。結構強く勧めてく

るので、いるものはいる、いらないものは
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いらないとはっきりしたほうがいいです。 
 有名なおみやげは、食べ物だったらキム

チ、海苔、チョコレート、かぼちゃ飴、ふ

わふあのわたあめのようなお菓子などをあ

ちらこちらで勧められました。キムチは液

体があると持ち帰られない物もあるので確

認が必要です。 
 明洞の市場での買い物の様子は書きまし

たが、地元の人たちの店でも、値段が書か

れているので、言葉が通じなくても、買い

物はできます。また、コンビニもあり、品

揃えは日本とほぼ同じ。こちらもレジで値

段がでますので、大丈夫。必ずレシートも

くれます。 
 免税店ではブランドものがおいていると

ころがあります。目をつけているものがあ

ったら、日本で品名や型番などをしっかり

と調べ、日本の価格をしっかり頭に入れて

から買うのがいいでしょう。旅の太っ腹で

買ってもそんなに価格が変わらないところ

もあるかも。 
 ホテルについてから、ぶらぶらと町の中

を歩いてみると生の姿が見えたりして、是

非、地元のお店に行って、買い物をしてみ

るといいと思います。 
 
生活用品 
 日本から絶対持って行かなければならな

いという物はありませんでした。ホテルに

はタオルや歯ブラシもついていました。で

も、ホテルによって違うようですので、予

め確認しておいた方がいいです。トイレも

日本と同じです。観光地やデパートもトイ

レがあり、マークもあるので迷うことはあ

りません。 
 生水は、最後まで飲みませんでした。食

堂で出る水は、水道の水かミネラルウォー

ターかわかりませんが、私たちはウーロン

茶にしました。 
 電源は２００ボルトで、変換のトランス

を貸してくれるということですが、借りる

ことはありませんでした。電池は、日本と

同じでコンビニで買えます。 
 あと、パックの旅行では、わからないこ

とは全てガイドさんが親切に対応してくれ

るので、心配することは全くありません。 
 チップはいりませんが、最後にホテルに

10000 ウォン（1000 円）おいてきました。
実はシーツを赤ペンで汚してしまって、赤

いしみがついてしまってホテルにごめんな

さいというのもありました。 
 個人のガイドさんなので、日本のおみや

げを何か携えていくとお礼になるかと思い

ます。 
 
服装 
 日本の東京と同じ位ということですが、

行った時は、雨が降ったり止んだりという

ような天候で、北海道より少し温かいかな

あという程度で、汗だらだらという状態で

はありませんでした。 
 着る物も普段のもので十分です。服屋も

たくさんありますので、気に入ったものを

その場で買うということも考えられます。 
 
出入国 
 何もめんどうなことを聞かれることはあ

りません。スーツケースも手荷物も中を開

けて調べられることはありません。国内も

そうですが、液体の規制がありますので、

おみやげに水ものは注意です。 
 それとパスポートの写真は最初からきち
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んと写真屋さんで撮ってもらった方がいい

です。市役所で受け付けても、道の担当で

戻されることがあるそうです。目の模様ま

ではっきりしていなければならないという

話です。 
 預けた荷物は、引き替え証との照合など

ありません。「間違いないですか。」で終わ

りです。高価なものは自分の身から離さな

いのが賢明です。 
 
言葉 
 全てガイドさん付きなので、全く心配が

ありません。地元の店でも、値段が書いて

あるので、あとは指でいくつか示せば、大

丈夫です。 
 英語を使うことはほとんどありませんで

した。また、英語は通じるものだと思いす

ぎない方がいいと思います。 
 文字は固有名詞が漢字で書かれていて、

あとは全てハングルなので、全く読めませ

んでした。ハングル文字の歴史は比較的浅

く、ローマ字のように合理的に組み合わせ

された表音文字ですので、いくらかでも勉

強していくと楽しさが広がると思います。 
アンニョハセオ（こんにちは）、カンサスミ

ダ（ありがとう）ぐらい覚えておくとあい

さつはできます。 

 
食べ物 
 食習慣も日本とそんなに変わりません。

プルコギ、骨付きカルビ、宮廷料理など食

べましたが、どれも特別な食材はなく、安

心して食べることができました。 
 ただ、韓国ならではの高級料理を食べる

と意気込んでも、さほど高価と思われる食

材はありませんでした。地元ならではの食

事というと日本の方がいろいろとある感じ

です。 
 
最後に 
 歩けなくなったらなかなか旅行はつらい

ものになります。元気なうちに時間とお金

は作ってでも、旅行はした方がいいと思い

ます。物を買うとは違ったすてきなお金の

使い方だと感じました。 
 韓国は、時差もなく、食習慣も違わず、

初めていく外国旅行としては、とってもお

勧めです。そして、ずっとお世話をしてく

れるガイドさんがしっかりサポートしてく

れるというありがたさも、旅が最高だった

一番の要因であったことも忘れてはいけな

いことです。 
 

（佐々木 朗） 
 


